
長久手市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定状況  

 

     

○ 第 １ 回 説 明 会 （ 8/ 2 0）  
・「まち・ひと・しごと創生に対する進め方」  

・「 ア ン ケ ー ト 集 計 速 報 」  

○ 検 討 内 容  
「 基 本 目 標 」  
「 基 本 的 方 向 」  

 
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ か ら 報 告
の あ っ た  

「 具 体 的 施 策 」  
「 KP I ]  

 
○ メ ン バ ー （ 18 名 ）  

課 長 級 職 員  
 
○ ５ 回 開 催  

  6 / 1 7  
7 / 1  
7 / 2 9  
9 / 2 8  

  1 0 / 2 6  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹事会  推進本部  市民ワークショップ  

議会  

○ 構 成 （ 14 名 ）  

市 民 代 表 ・ 産 業 機 関 ・ 学 識 者  

金 融 機 関 ・ 労 働 関 係 ・ メ デ ィ ア  

○ 第 1 回 会 議 (8 / 4）  

・「 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 に 対 す る 進 め

方 」  

推進会議  

○ 検 討 内 容  

幹 事 会 が 検 討 し た  

「 目 標 」  

「 基 本 的 方 向 」  

「 具 体 的 施 策 」  

「 KP I」  

 

○ メ ン バ ー （ 12名 ）  
本 部 長 ： 市 長  
副 本 部 長 ： 副 市 長 、 教 育 長  
本 部 員 ： 参 事 、 部 長 級 職 員  

 

○ ５ 回 開 催  

2 / 2 6  

5 / 1  

7 / 1 6  

1 0 / 1 5  

1 0 / 2 8  

 

 

 

 

ワーキンググループ  

○ 検 討 内 容  
「 具 体 的 施 策 」  
「 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KP I）」  

 
○ メ ン バ ー （ 21 名 ）  
・ 幹 事 会 サ ブ リ ー ダ ー  
（ 課 長 級 職 員 ） ４ 名  

・ 係 長 級 職 員 17 名  
 
○ ４ 回 開 催  

  8 / 7  
8 / 2 7  
9 / 3  
9 / 9  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ つ の テ ー マ「 子 育 て 支 援 」「地
域 連 携 」「 福 祉 ・ 健 康 」「 観 光 交
流 」に そ っ た 具 体 的 な 取 組 の 検
討 を 行 う 。  
 
○ メ ン バ ー （ 24 名 ）  

2 4名 （ ４ テ ー マ ×６ 人 で 検 討 ） 

2 1歳 か ら 43歳 ま で の 市 民  

（ 男 性 15人 、 女 性 9人 ）  

 

○ 4 回 開 催  

 7 / 2 4  

7 / 3 0  

8 / 8  

8 / 2 0  

 

○ 成 果  

 裏 面 の と お り  

  

資料１  

庁内組織  

２０取組の提案  

「施策・事業」  

「重要業績評価指標」 

「基本目標」  

「基本的方向」  

「施策・事業」  

 

平成 ２７ 年 １０ 月３ ０日  第 ２ 回 推 進 会 議  

総 合 戦 略 素 案 の ４ つ の 基 本 目 標 及 び 施 策 数  

 

【 役 割 ・ し ご と づ く り 】  

１ ０ 事 業  

 

【 子 育 て 支 援 】  

１ ３ 事 業  

 

【 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 地 域 福 祉 】  

８ 事 業  

 

【 観 光 交 流 】  

９ 事 業  

総合戦略  

（素案）  



市民ワークショップの成果  

４つのグループで最終的に計２０の取り組みが提案された。  

ワーキンググループで検討をした結果、６つの取り組みを具

体的に検討することになった。提案のあった事業については、

以下のとおり。  

市民ワークショップ提案事業一覧

事業名 概要

①学校が抱える教育に関する悩みを、地域の子供から大人までみんなで
考え、解決策を探る。

地域学校サポート事業

②子どもの主体性を育むことに主眼を置いた教育の実現のため、地域の
大人が、子どもたちが「やりたいこと」を、子どもが自分で達成できるように
サポートする。

子どもチャレンジ事業
（子どもの夢サポート事業）

2 クレームをお売りください
クレームや陳情を市役所だけが抱えて対応するのではなく、市民の力で、
クレームを前向きなアイディアに発展させる仕組みをつくる。市民がまちの
不満を集め、自分たちでどう解決していくか、楽しみながら考え実行する。

-

3 お母さん笑顔プロジェクト
日々不安を抱えながら子育てをしているママたちがいきいきと自分の人生
を楽しむために、地域でママを支え、ママが子育て以外にも目を向られる
よう支援する。

子育てほっと一息
ステーション事業

（子育ての息抜きの場の提
供）

4 パパの地域参画
仕事と家庭の行き来で、地域に出る機会があまりないパパに、まちで活躍
ができ求められていることをリストアップし、まちを助ける役割が与えられ
ることで、パパがヒーローにする。

-

5
子どもの目標となる
カッコイイ大人づくり

長久手のために、やってみたいことがある人を発掘し、それをみんなで支
援し、カッコイイ大人（「こうしたい」を言葉にして、協力者を募り、実行する
人）を長久手に増やす。

-

6 顔の見える出会い

人と出会うとき、「市民対行政」、「学校対保護者」という肩書きをもって出
会ってしまうが、地域では肩書きにとらわれない「わたしとあなた」から始ま
る出会いをいくつもつくることが大切。そのため、地域で出会い、つながり
を作り、困った時に、この人なら「助けを求めることができる」、この人を
「助けたいと思う」という関係を多く築き困りごとを地域で解決できる仕組み
をつくる。

-

7
みんなでリノベーション
（地域の縁結び）

すでにあるもの（空き家・空き土地・使われていない施設）を活用し、地域
の人がつながる“居場所”をつくる。
つくるところから地域のみんな（大学生・企業含む）で行い、リノベーション
などでのさまざまな領域の人が関わることで、婚活やその他さまざまな連
携関係をつくる

-

8 ホワイトバイト

生活支援や子育て支援、その他社会的なニーズがあることは、「ボラン
ティア」として取り組む学生団体等はあるが、ボランティアでまかなうには限
界があるため、社会的なニーズがあることを、アルバイトとして学生等が担
えるような仕組みをつくる。
※ホワイバイト…学生がボランティアで行う社会的課題に対する活動（例　清掃活動）を、アルバイトとして対

価を支払う仕組み。ワークショップ時に生まれた造語。

-

9
長久手アントプレナーCollege
～日本一社会起業家が生まれ

るまちNAGAKUTE～

ボランティアでは限界である社会問題に対し、「社会性」「収益性」「独自
性」をもって、根本から社会問題を解決できる人材を輩出する仕組みを長
久手につくる。市と大学との連携で「社会起業家」を育成する講座を設立
する。

-

事業名 概要

市民ワークショップ提案事業
総合戦略掲載事業名

1 みんなの小さな教育委員会

市民ワークショップ提案事業
総合戦略掲載事業名

9
長久手アントプレナーCollege
～日本一社会起業家が生まれ

るまちNAGAKUTE～

ボランティアでは限界である社会問題に対し、「社会性」「収益性」「独自
性」をもって、根本から社会問題を解決できる人材を輩出する仕組みを長
久手につくる。市と大学との連携で「社会起業家」を育成する講座を設立
する。

-

事業名 概要

10 開かれた大学

大学を学生の勉強する場所としてだけではなく、趣味・興味のあること・や
りたいことで人が集まれるようにして、普通関わり合わない人同士(ex.子ど
もとお年寄り、学生とお母さん)が知り合える場所としても活用する。大学
が地域を知る、地域が大学と交流する機会が生まれるよう、大学内に地
域の人が訪れるような機会を作っていく。

-

11
うれシニア

～３世代で暮らせるまちへ～

３世代同居ではなく（敷居が高いため）、３世代近居を促すことにより、困っ
ている時に気付き、助けを求められる関係性を構築する。そうすることで、
これから育つ若者世代の転出を抑制することにもつながるし、一度外に出
た若者も子育てのために戻ってくる。

-

12
集会所大作戦

～子どもからお年寄りまで～

地域の集会所の場所や使用方法を知らない人が多く、せっかくの集会所
が利用されていないため、集会所を活用し、集会所を中心としたコミュニ
ティ活動を行う。具体的には、集会所で子どもからお年寄りが集まるイベ
ントを定期的に開催する（市は活動の支援）

集会所等地域施設利活用
促進事業

13 看板×解放

立て看板を用意して、人を招くためのキャッチフレーズを書き、私有地に
立てることで、その活動や内容に関心を示す人が訪れる。私有地や敷地
内を家族だけの閉じた空間とするのではなく、近所の人や偶然そこを通っ
た人にも開放する仕組みをつくる。

-

14 シニアワーキングスペース

シニア層が、周囲の人たちに「俺じゃなきゃダメだ、俺の出番だ！」と思わ
せるような場所や仕事ができる場をつくる。活躍するシニア層を増やすこと
により、まちを活気づけ、「高齢化社会＝悪いこと」というイメージを少しで
も払拭する。

-

15
長久手版プレーパーク
～野外遊びのススメ～

冒険的な遊び場（プレーパーク）を公園や川で開設し、「自分の責任で自
由に遊ぶ」をコンセプトに、多くの世代が自然に触れ合い、集まる場を創
る。それにより、子どもからお年寄りまでが外で元気に遊び、ひいては高
齢者の役割と居場所づくりにつながる。

長久手版「プレーパーク」
事業

16 健康チャレンジャー

「地域全体で健康づくりを」という取り組みがあまりなく、個人での健康のた
めの取り組みは長続きしづらいため、自分の健康を考えることから始め、
地域で健康づくりを行う機運を高める。
例）自分の健康状態をSNSなどで公開し、同じような状態の人たちでグ
ループをつくり、健康になるための種々の活動に取り組む。

健康チャレンジャー事業
（健康マイレージ）

17 長久手版シェアハウス

多世代が同じ家に一緒に住むことで、互いに学び合い、頼り合い、支え合
える関係を作る。これにより、継続的な共生を目指す。独居老人をなくし、
孤食をさせないようにする。福祉関係の学生の実践の場となりうるし、学
生と老人との交流のきっかけにもなる。

-

18 長久手仕事人
転入者向けに、長く長久手に住んでいる人が長久手案内人となり、自分の
言葉で長久手市の魅力、暮らしの情報、歴史、文化などを紹介した情報
誌を作成する。

転入者おもてなし事業

19 ながくて１００年生

世代を超えた交流がないため、合わせて１００歳となる世代の交流をきっ
かけに、各世代の得意な知識、技能などを交換し合う交流の場をつくり、
世代間の交流を促す。
例）小中学校で、12歳の小学校6年生に88歳の市民が長久手市について
教える授業をする

-

20
教えて！子ども先生
＠プチながくてシティ

自分たちのまちの課題について、子どもたちが自ら調べ作成した自由研
究を地域の大人に対して発表すことにより、子どもに小さい時からまちに
ついて考える視点を持つ習慣をつけると同時に、大人に次代を生きる子ど
もたちに誇れるまちにしようと思わせる。

-

市民ワークショップ提案事業
総合戦略掲載事業名


